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日本学術会議

� 調査方法調査方法調査方法調査方法
・現地で調査，ヒアリングなどを行ったわけではなく，報道やインター
ネット情報，現地の研究者や知人などからの伝聞が中心

� 報告内容の対象範囲報告内容の対象範囲報告内容の対象範囲報告内容の対象範囲
・熊本県内の被災地が対象
・災害予防，災害応急対応，復旧までが主対象
・復興については，現地調査，ヒアリングなど実施したり，さらに情報，
多様な学問分野の調査結果が把握できた後に対象に追加
・防災計画の点検と課題の抽出

� 対象とする対策対象とする対策対象とする対策対象とする対策
・ソフト面の災害対策が対象
・ただし，地震が長期間継続することは，これまでの災害対策全般
において，想定されていたのか
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� 東日本大震災を東日本大震災を東日本大震災を東日本大震災を受けて提案した受けて提案した受けて提案した受けて提案した提言提言提言提言

・「南海トラフ巨大地震事前対策に係わる提言」（2012年）
代表：大西隆日本学術会議会長（当時は本学会会長）

・「東日本大震災の復旧・復興への提言」（2012年）

梶秀樹・和泉潤・山本佳世子編著
計画理論研究専門部会の拡大メンバーが執筆

� 今後の活動今後の活動今後の活動今後の活動

・上記の提言の実効性について
検証して改善し，熊本地震の
教訓を踏まえ，災害対応特別

委員会でより実行性の高い提言
をまとめる予定
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� 熊本県熊本県熊本県熊本県
・熊本県国民保護計画
・熊本県水防計画
・熊本県石油コンビナート等防災計画
・熊本県地域防災計画（一般災害対策編，地震・津波災害対策編）

� 熊本市熊本市熊本市熊本市
・熊本市地域防災計画（風水害編 ，地震・津波災害対策編）
・熊本市水防計画
・（参考）災害時要援護者支援計画，

避難場所開設・避難所運営マニュアル

� 宇城市宇城市宇城市宇城市
・宇城・宇城・宇城・宇城市地域防災計画（（（（一般災害対策編，地震・津波災害対策編）

� 益城町益城町益城町益城町
・益城町地域防災計画
（現在，町役場のウェブサイトを災害情報モードで運用）
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� 阿蘇市阿蘇市阿蘇市阿蘇市

・阿蘇市水防計画

・阿蘇火山防災計画

・阿蘇市地域防災計画（一般災害対策編，地震・津波災害対策編）

・災害時要援護者支援計画

� 南阿蘇村南阿蘇村南阿蘇村南阿蘇村

・南阿蘇村地域防災計画（一般災害対策編，地震・津波災害対策編）

・南阿蘇村水防計画

� 西原村西原村西原村西原村

・西原村地域防災計画（地震・津波編，風水害等編）
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� 熊本県熊本県熊本県熊本県

・・・・熊本県統合型災害情報システム，

・土砂災害情報ハザードマップ

・山地災害危険地区情報

� 熊本市熊本市熊本市熊本市

・ハザードマップ（洪水，高潮，地震，津波，液状化）

・地域版ハザードマップ

（町内自治会単位で住民参加型）

� 宇城市宇城市宇城市宇城市

・ハザードマップ（洪水，内水，高潮，津波，土砂災害）

� 益城町益城町益城町益城町

・ハザードマップ（洪水，土砂災害）
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熊本市地域版

ハザードマップ
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� 阿蘇市阿蘇市阿蘇市阿蘇市

・ハザードマップ（洪水，地震，土砂災害，火山）

� 南阿蘇村南阿蘇村南阿蘇村南阿蘇村

・ハザードマップ（洪水，土砂災害）
・避難所マップ

� 西原村西原村西原村西原村

・ハザードマップ（洪水，土砂災害）
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阿蘇市の防災マップ

� 行政の行政の行政の行政のBCPBCPBCPBCP
・行政庁舎の耐震化が進んでいたのか
←行政庁舎が残ると，災害応急対応，復旧・復興の進捗が早い
・行政データのバックアップシステムは完備されていたか
・被災地外の自治体からの支援は迅速に実現
←東日本大震災時の教訓が活かされている

� 指定避難場所の機能不全指定避難場所の機能不全指定避難場所の機能不全指定避難場所の機能不全
・使用不能な指定避難場所が多く，耐震化が進んでいたのか
・食料品，飲料水などの非常時用の備蓄品は十分だったか
←地震が長期間継続し，ボランティア活動が困難なため，支援物資
が届いても，行政等の人手不足のため仕分け作業が不備

→支援物資のシステムの改善
・被災地外からの支援物資の送付方法の見直し
・被災地外の自治体の支援物資の受付・仕分けの代替 など
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� 災害対策に関する意識の醸成災害対策に関する意識の醸成災害対策に関する意識の醸成災害対策に関する意識の醸成
・これまでの災害の教訓を踏まえた災害対策の理論はあっても，
行政だけではなく，社会全般，住民個人の災害対策に関する意識
の醸成がなされていたのか
・熊本県の場合には，災害対策では，台風や豪雨，火山が主対象と
されており，地震はあまり強く意識されていなかったのか
←江戸時代、明治時代の今回のような地震の記録有

� 住民，コミュニティの災害対策住民，コミュニティの災害対策住民，コミュニティの災害対策住民，コミュニティの災害対策
・住民，コミュニティによる備蓄は十分だったのか
→非常時の持ち出し，3日間程度の備蓄が不徹底ではなかったか
←非常時は，まずは自助，次に共助，最後に公助
交通網に被害を受けた時には，被災地内外の物流が停止

・救急・救援活動での共助は行われていた
・コミュニティの自主防災組織は十分だったか
→女性の参加，避難場所の生活でのコミュニティの継続の考慮
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� 民間民間民間民間企業における企業における企業における企業におけるBCPBCPBCPBCP
・東日本大震災の時の教訓を得て，BCPが策定されたはずではな
いか
←九州の部品工場からの供給が停止し，他の工場も操業停止
→部品などの供給先の分散化，多様化が図られていなかったのか
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� 行政の情報通信手段の強靭化行政の情報通信手段の強靭化行政の情報通信手段の強靭化行政の情報通信手段の強靭化

・情報通信システムの強化，災害時を想定した準備がなされていたか
←非常時には，行政のウェブサイトにアクセスが集中する
情報通信手段が停止すると，日常的な業務にも影響

� ソーシャルメディアの活用ソーシャルメディアの活用ソーシャルメディアの活用ソーシャルメディアの活用

・Twitterを用いた行政情報の発信
・デマ（ヘイトスピーチの延長），誤情報の流通
→厳しい監視・対応の必要性

・Twitter，Facebookへの個人単位，避難所単位での要求の書き込み
←情報受信者が個人的に素早く対応しようとするため，調整が必要

物流が回復していないと，送付先に届かない
個人単位の小規模な支援物資の送付は対応が難しい
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� 避難所避難所避難所避難所
・ダイバーシティの考慮
・性別，家族構成別などを考慮して居場所や役割分担をしているか
・災害弱者への配慮 →被災地外への移動も必要
・女性の意見も取り入れて運営しているのか
・日常的な生活単位のコミュニティの人間関係を継続できるか

� ボランティアボランティアボランティアボランティア
・自己完結型のボランティアの必要性
・ボランティアと被災者の需給のミスマッチ
←安全面，交通事情から，地元のボランティア（日帰り可能なボラ
ンティアなど）のみ受け付ける自治体，ボランティアの受入自体
が難しい自治体もある
←被災者のニーズを全て把握できるのか
・後方支援ボランティアも有効
・情報ボランティア，GISボランティアなど
←被災地内で情報を得にくい場合には，被災地外から周知 12
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� 多様な犯罪の防止・抑制多様な犯罪の防止・抑制多様な犯罪の防止・抑制多様な犯罪の防止・抑制

・公的な対策だけではなく，住民やコミュニティによる対策も必要

� 震災関連死の防止震災関連死の防止震災関連死の防止震災関連死の防止
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� 自然条件への対応を考慮した復旧作業自然条件への対応を考慮した復旧作業自然条件への対応を考慮した復旧作業自然条件への対応を考慮した復旧作業

� 仮設住宅仮設住宅仮設住宅仮設住宅
・コミュニティ単位での集住が可能か
→孤立，孤独死を防止しやすい
・みなし仮設住宅の確保が可能か

� 被災地外の行政職員の被災地派遣被災地外の行政職員の被災地派遣被災地外の行政職員の被災地派遣被災地外の行政職員の被災地派遣
・被災自治体の支援だけではなく，災害対応のノウハウをOJTで取得

� 事前復興事前復興事前復興事前復興ににににおいてソフト面の災害対策の充実化おいてソフト面の災害対策の充実化おいてソフト面の災害対策の充実化おいてソフト面の災害対策の充実化

� 災害対策の普及啓発だけではなく，発達段階に応じた子供向け災害対策の普及啓発だけではなく，発達段階に応じた子供向け災害対策の普及啓発だけではなく，発達段階に応じた子供向け災害対策の普及啓発だけではなく，発達段階に応じた子供向け
のののの災害教育の実施災害教育の実施災害教育の実施災害教育の実施
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ご質問，ご意見等は，k-ｙamamoto@is.uec.ac.jp まで
お願いいたします。

熊本城 阿蘇山

被災地の皆様には，心からお見舞い申し上げます。
また，一日も早い復興をお祈りしております。
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